
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校が目指す児童像は「向上心」のある子、「ホスピタリティ」の高い子です。新型コロナウイルス感染

症の感染拡大に伴い活動が制限される中ですが、日々の授業や行事に工夫を凝らし教育活動を行っていま

す。一例ではありますがエールウィーク期間中の本校の取組を紹介します。 

 みんな楽しく！生き生き！ 

 元気いっぱい西中野小学校 

 
①夏季休業明けアンケート 

夏季休業明けにアンケートを実施しました。今の自分の

様子について振り返り、児童の実態把握に努めました。各

項目に「ある」に印がついている児童については個別で聞

き取りを行い、不安や悩みの解消をしました。また、「ある」

に印が付いていない児童は希望に応じて相談する時間を設

けました。 

 

②児童のよさを伝え、褒める活動 

 本校の教員は、日常的に児童のよさを伝えたり、褒めた

りするよう心掛けています。エールウィーク期間中はそれ

を意識的にできるように、朝の会や帰りの会で伝える時間

を設けました。「毎日元気に挨拶ができていますね。」「けが

をした友達を保健室に連れて行って偉いね。」など具体的な

場面をあげながら褒めることができました。 

 

③長縄とびタイム 

 クラスで目標回数を決め、休み時間などに練習に取り組

みました。目標回数を設定し、その記録を突破した達成感

に浸ったり、１つのことにクラス全員で取り組むことの素

晴らしさを体感したりすることができました。また、６年

生は練習の様子を全校児童の前で発表することで、最高学

年としての誇りを高めることができました。 

 

中野区立西中野小学校 

 


